
薩摩川内市の男女共同参画に関する市民意識調査報告書
I 市民意識調査の実施概要

⑴ 調査の目的
「男女共同参画」に関する市民の意識を調査し、今後本市における男女共同参画社会の実現のための計画策定及び事業推進に活かすことを目的とする。

⑵ 調査項目
男女平等の意識について、仕事と生活の調和について、男女共同参画社会に向けた取組について、男女の人権について 全２６問

⑶ 調査対象 本市在住の２０歳以上の市民

⑷ 調査方法 郵送による実施（返送による回収、インターネット回答）、ホームページ等からのインターネットによる実施

⑸ 調査期間 令和６年８月５日（月）～令和６年１１月２０日（水）

⑹ 回収状況 性別・年代別回答件数

合計回答無どちらでもない男 性女 性性 別

構成比回答数構成比回答数構成比回答数構成比回答数構成比回答数年 代

9.2%1160.1%10.0%02.9%366.3%7920代

13.8%1740.0%00.1%14.7%599.0%11430代

19.7%2480.2%30.0%07.1%8912.4%15640代

20.3%2560.2%20.2%28.4%10611.6%14650代

20.0%2520.2%20.0%09.1%11510.7%13560代

16.6%2100.0%00.0%08.1%1028.6%10870代以上

0.5%60.3%40.1%10.0%00.1%1回答無

100.0%12621.0%120.3%440.2%50758.6%739合計



１ 男女平等の意識について

【問1】 あなたは「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方に
ついて、どのように思われますか。

全体

男性

女性

4.6%

6.7%

3.2%

71.6%

67.1%

75.0%

23.1%

25.6%

21.0%

0.7%

0.6%

0.8%

1．そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 4.無回答

【問２】 女性が職業をもつことについて、あなたはどのように思われますか。

19.8%

59.7%

1.6%

4.4%

0.4%

13.3%

0.7%

20.9%

59.0%

1.8%

4.9%

0.6%

12.4%

0.4%

19.1%

60.5%

1.4%

3.9%

0.3%

13.9%

0.9%

1．子どもができたら職業を辞め、子どもが大

きくなったら再び職業をもつ方がよい

2．ずっと職業をもち続ける方がよい

3．結婚するまでは、職業をもつ方がよい

4.子どもができるまでは、職業をもつ方がよ

い

5.女性は 職業をもたない方がよい

6.その他

7.無回答

合計

男性

女性

【問３】 女性が、職業をもち働き続けるうえで、困難や障害になることは何だと
思われますか。（複数回答）

82.8%

46.4%

71.9%

48.3%

23.9%

21.1%

22.5%

11.5%

21.3%

4.0%

0.6%

83.8%

39.1%

61.3%

45.8%

21.5%

21.3%

18.1%

12.2%

21.3%

3.6%

0.2%

82.7%

51.8%

78.9%

50.6%

25.7%

21.0%

25.3%

11.1%

21.4%

4.2%

0.9%

１.出産・育児

２.高齢者や病人の介護

３.仕事と家事との両立

４.保育所などの保育時間と就労時間の不一

致

５.子どもの教育

６.結婚退職・出産退職などの慣行や雰囲気

７.家族の無理解や反対

８.セクシャルハラスメント（性的いやがらせ）

９.能力が正当に評価されない

10.その他

12.無回答

合計

男性

女性

n=1262

n=  507

n=  739

n=1262

n=  507

n=  739

合計 n=1262
男性 n= 507 
女性 n= 739



61.9%

54.0%

46.2%

47.5%

41.4%

34.5%

28.7%

21.0%

13.6%

4.6%

16.6%

0.3%

59.0%

49.7%

44.6%

46.5%

39.1%

32.0%

37.5%

24.1%

15.6%

6.1%

16.2%

0.4%

64.1%

57.2%

47.6%

48.3%

43.2%

36.7%

23.1%

19.4%

12.6%

3.5%

16.4%

0.3%

１.国会議員、都道府県議会議員、市町

村議会議員

２.企業の管理職

３.国家公務員、地方公務員の管理職

４.都道府県知事、市町村長

５.起業家、経営者

６.学校の管理職

７.自治会長

８.団体（農協、漁協など）の役員

９.農業委員

10.その他

11.特にない

12.無回答

合計

男性

女性

【問５】 「政治や行政、職場などにおいて、企画立案や方針決定の場に男性に
比べて女性の参画がいまだ少ない」と言われますが、あなたは、その
原因は何だと思われますか。（複数回答）

61.6%

54.6%

40.3%

42.9%

29.1%

30.0%

27.4%

5.4%

4.0%

2.1%

59.2%

46.5%

32.7%

43.6%

31.8%

30.0%

25.8%

5.9%

5.1%

2.4%

63.2%

59.9%

45.6%

42.5%

27.6%

30.3%

29.0%

5.1%

3.0%

1.8%

１.男性優位の組織運営がなされている

ため

２.家庭生活との両立が困難であるため

（支援・協力が得られない）

３.家庭、職場、地域で性別による役割分

担や性差別の意識が強いため

４.女性の参画を積極的に進めようと意

識している人が少ない

５.女性の積極性が不十分であるため

６.女性の能力向上を図るための機会が

不十分であるため

７.女性の参画への支援が少ないため

（活動を支援するネットワーク不足）

８.分からない

９.その他

10．無回答

合計

男性

女性

n=1262

n=  507

n=  739

【問４】 あなたは、次にあげるような職業や役職において、今後、女性がもっと
増える方がよいと思うのはどれですか。（複数回答）

n=1262

n=  507

n=  739



合

計

男

性

女

性

15.5%

10.3%

18.9%

53.4%

48.9%

56.4%

29.4%

39.1%

23.3%

0.7%

0.6%

0.7%

1.0%

1.2%

0.7%

１.よく感じる ２.たまに

感じる

３.感じない ４.その他 ５.無回答
職場で

政治の場で

法律や制度の上で

地域社会で

学校教育の場で

社会通念、慣習・し

きたりなどで

14.7%

40.4%

15.0%

17.4%

6.0%

29.9%

42.8%

41.3%

31.2%

38.1%

26.4%

47.2%

27.9%

8.9%

31.9%

23.9%

45.8%

11.1%

4.5%

0.6%

5.6%

4.0%

3.5%

1.4%

1.5%

0.5%

2.1%

1.2%

0.9%

0.8%

7.5%

7.3%

12.7%

14.0%

16.1%

8.6%

1.0%

1.0%

1.4%

1.3%

1.3%

1.0%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

n=1262
合計 n=1262
男性 n=  507
女性 n=  739

【問７】 日常生活における「女らしさ・男らしさ」や「女性の役割・男性の役割」 など
について、不便さや不快感、生きづらさを感じますか。

【問６】 （１～６全体）あなたは、次のような分野で男女の地位は平等になっている
と思われますか。



【問８】あなたの「現状」と「希望」に、最も近いものを１つだけ選択し回答してください。

17.9%

20.2%

3.2%

34.9%

5.3%

6.4%

7.8%

3.8%

0.6%

22.3%

13.4%

3.7%

33.5%

7.3%

4.9%

10.3%

3.7%

0.…

15.2%

24.8%

2.8%

35.7%

3.9%

7.4%

6.2%

3.5%
0.4%

１.「仕事」を優先

２.「家庭生活」を優先

３.「地域・個人の生活」を優先

４.「仕事」と「家庭生活」をともに優先

５.「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先

６.「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

７.「仕事と家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

８.わからない

９.無回答

3.4%

22.6%

4.0%
35.8%

5.4%

9.0%

16.5%

2.8%

0.6%

5.5%

23.9%

4.3%

32.9%

7.7%

7.5%

14.8%

2.6%

0.8%

2.0%

21.1%

3.9%

38.0%

3.9%

10.0%

17.9%

2.8%

0.3%

１.「仕事」を優先

２.「家庭生活」を優先

３.「地域・個人の生活」を優先

４.「仕事」と「家庭生活」をともに優先

５.「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先

６.「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

７.「仕事と家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

８.わからない

９.無回答

現 状

合計 n=1262
男性 n=  507
女性 n=  739

希 望

2 仕事と生活の調和について

合計 n=1262
男性 n=  507
女性 n=  739



【問９】 家庭における夫婦の役割分担について、家事・育児・介護・
看護や自治会などの地域活動への参加を、主に担っているの
は誰ですか。 （現在、結婚している人のみ）

7.4%

35.2%

54.0%

0.2%

2.5%

0.7%

12.5%

24.6%

59.7%

0.5%

1.7%

1.0%

2.9%

44.7%

48.9%

0.0%

3.1%

0.4%

1.夫

2.妻

3.夫と妻が

分担

4.夫婦以外

の人

5.該当しない

6.無回答

合計

男性

女性

n=935

n=426

n=496

【問10】 地域における活動で、あなたが参加されているものを選択し回答してください。
（複数回答）

51.7%

7.6%

20.8%

1.3%

3.6%

4.4%

1.8%

4.3%

10.4%

1.4%

32.1%

1.6%

62.9%

7.1%

15.0%

2.0%

4.3%

2.0%

2.0%

5.7%

13.2%

2.0%

26.0%

1.0%

44.0%

8.0%

24.8%

0.9%

3.2%

6.0%

1.8%

3.2%

8.7%

0.9%

36.4%

2.0%

１.自治会、地区コミュニティなどの地区を単位とした

団体活動

２.女性団体、高齢者クラブ、青年団などの団体活動

３.子ども会、ＰＴＡ、スポーツ少年団などの子どもの

活動に関わる団体活動

４.消費者運動、環境保護運動などの住民活動

５.民生委員・児童委員、体育指導員などの公的な委

員活動

６.子育て支援や高齢者介護、障害者福祉などを目的

としたグループ活動

７.ＮＰＯ法人などの非営利活動

８.特定の団体やグループに属さず、個人として地域

に貢献する活動

９．スポーツや趣味、文化振興などに関わるサービス

活動

10．その他

11．特に何もしていない

12．無回答

合計

男性

女性

n=1262

n= 507

n=  739



【問11】 あなたは、今後、生活と仕事の両立の実現を目指し、性別にかかわらず、ともに家事、
子育て、介護、地域活動に積極的に参加しやすくするためには、どのようなことが必要
だと思われますか。 （複数回答）

64.8%

43.9%

19.2%

20.2%

57.8%

31.7%

27.1%

42.9%

25.4%

18.9%

18.1%

1.3%

70.0%

36.3%

16.8%

16.4%

45.2%

28.4%

22.3%

39.8%

21.7%

14.0%

15.2%

1.0%

61.2%

49.5%

20.8%

23.0%

66.7%

34.1%

30.4%

45.6%

28.4%

22.5%

20.3%

1.4%

１.夫婦や家族間で互いの立場を理解し、コミュニケーショ

ンをよく図る

２.男性が家事などに参加することに対する男性自身の

抵抗感をなくす

３.男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗

感をなくす

４.研修などにより、男性の家事、子育て、介護などの技

能を高める

５.家事などについて、性別によらず、身に付けることが

できるような育て方をする

６.社会の中で男性による家事、子育て、介護、地域活動

についてもその評価を高める

７.年配者や周囲の人が夫婦の役割分担等について、当

事者の考え方を尊重する

８.労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外

の時間をより多く持てるようにする

９．男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高める

よう啓発や情報提供を行う

10．男性が子育てや介護、地域活動を行うための仲間

（ネットワーク）づくりを進める

11．家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、

男性が相談しやすい窓口を設ける

12.無回答

合計

男性

女性

n=1262
n= 507
n=  739

【問12】 現在、少子化が進んでいますが、あなたはその原因は何だと思われ
ますか。 （複数回答）

71.6%

44.6%

47.4%

28.8%

7.5%

14.3%

64.0%

29.2%

34.4%

11.0%

7.8%

0.4%

72.6%

43.0%

41.0%

26.4%

6.9%

13.4%

63.3%

23.9%

23.1%

6.7%

9.1%

0.2%

71.3%

46.1%

52.1%

30.2%

8.0%

14.7%

64.7%

33.2%

42.1%

14.2%

6.6%

0.5%

１.結婚しない人が増えた

２.結婚年齢が高くなった

３.仕事と育児の両立が難しい

４.自分の趣味やレジャーを優先したい

５.住環境がよくない

６.子どもが欲しくない

７.教育費など、育児にかかる経済的負担

が大きい

８.教育にかかる精神的・肉体的負担が大

きい

９.家事育児の負担が女性に大きく偏って

いる

10.自分の周り（地域・家庭・職場）で、性

別による固定的役割分担意識の解消…

11．その他

12.無回答

合計

男性

女性

３ 男女共同参画社会に向けた取組について

n=1262
n= 507
n=  739



23.6%

35.3%

29.3%

24.8%

47.2%

43.5%

32.9%

54.9%

25.8%

24.2%

9.9%

3.2%

5.6%

0.6%

25.6%

40.0%

30.6%

26.4%

44.4%

35.7%

28.4%

47.7%

25.0%

20.9%

9.9%

4.3%

4.7%

0.6%

22.3%

32.3%

28.8%

24.2%

49.7%

48.7%

36.0%

59.8%

26.3%

26.5%

10.1%

2.4%

6.1%

0.7%

１.法律や制度面での見直しを進める

２.女性を政策決定などの場（審議会・委員会等）に

積極的に登用する

３.地域、企業などにおける男女共同参画の推進役

となる人材を育成する

４.男女共同参画に関する情報提供や交流の場、相

談、支援体制を充実する

５.保育施設や保育サービス、高齢者施設や介護

サービスを充実する

６.子どもの頃から、男女平等や相互の理解・協力に

ついての学習を充実させる

７.学校教育や社会教育・生涯学習の場で、男女の平

等と相互理解や協力について、学習機会を充実…

８.職場における労働時間短縮や、育児・介護休業制

度の普及促進など、仕事と家庭が両立できる就…

９.職場における男女の均等な取り扱いについて周

知徹底を行う

10.女性に対する暴力（セクハラやＤＶなど）の防止

や被害者支援に取り組む

11.情報紙やパンフレットなどで男女共同参画社会

についての啓発を行う

12.その他

13.わからない

14.無回答

合計

男性

女性

n=1262

n= 507

n=  739

23.6%

35.3%

29.3%

24.8%

47.2%

43.5%

32.9%

54.9%

25.8%

24.2%

9.9%

3.2%

5.6%

0.6%

25.6%

40.0%

30.6%

26.4%

44.4%

35.7%

28.4%

47.7%

25.0%

20.9%

9.9%

4.3%

4.7%

0.6%

22.3%

32.3%

28.8%

24.2%

49.7%

48.7%

36.0%

59.8%

26.3%

26.5%

10.1%

2.4%

6.1%

0.7%

１.法律や制度面での見直しを進める

２.女性を政策決定などの場（審議会・委員会等）に

積極的に登用する

３.地域、企業などにおける男女共同参画の推進役

となる人材を育成する

４.男女共同参画に関する情報提供や交流の場、相

談、支援体制を充実する

５.保育施設や保育サービス、高齢者施設や介護

サービスを充実する

６.子どもの頃から、男女平等や相互の理解・協力

についての学習を充実させる

７.学校教育や社会教育・生涯学習の場で、男女の

平等と相互理解や協力について、学習機会を充…

８.職場における労働時間短縮や、育児・介護休業

制度の普及促進など、仕事と家庭が両立できる…

９.職場における男女の均等な取り扱いについて周

知徹底を行う

10.女性に対する暴力（セクハラやＤＶなど）の防止

や被害者支援に取り組む

11.情報紙やパンフレットなどで男女共同参画社会

についての啓発を行う

12.その他

13.わからない

14.無回答

合計

男性

女性

【問14】 男女共同参画社会を形成するために、今後薩摩川内市はどのようなことに
力を入れていくべきだと思われますか。（複数回答）

【問13】 あなたは、男女共同参画社会の形成を阻害する要因は何だと思われます
か。 （複数回答）

n=1262

n= 507

n=  739



32.6%

78.4%

45.6%

57.9%

12.4%

51.6%

67.9%

20.5%

7.4%

78.2%

41.3%

14.7%

4.8%

1.3%

35.1%

75.3%

36.9%

57.0%

14.0%

51.9%

63.5%

17.9%

4.1%

75.9%

42.8%

14.6%

5.1%

1.0%

31.3%

81.1%

52.1%

59.0%

11.4%

51.7%

71.3%

22.6%

9.7%

80.5%

40.6%

14.9%

4.5%

1.5%

１.女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

（女性活躍推進法）

２.配偶者などからの暴力（ＤＶ）

３.交際中の二人の間で起こる暴力（デートＤＶ）

４.性的少数者（ＬＧＢＴQ等）

５.ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

６.ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

７.ジェンダー（文化的・社会的に作られた性別）

８.エンパワーメント（文化的、社会的、政治的、経済的

に力をつけること）

９.リプロダクティブ・ヘルス／ライツ （性と生殖に関

する女性の健康・権利）

10.セクシャル・ハラスメント（性的いやがらせ）

11.ダイバーシティ（多様性）

12.アンコンシャスバイアス（無意識の思い込み）

13.全て知らない

14.無回答

合計

男性

女性

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739

23.9%

22.4%

13.5%

12.8%

28.9%

10.9%

12.5%

28.4%

14.3%

38.0%

2.3%

28.6%

24.7%

13.6%

12.2%

27.0%

9.5%

9.1%

13.0%

9.1%

45.6%

2.0%

21.0%

21.2%

13.5%

13.3%

30.6%

12.0%

15.0%

39.0%

17.9%

32.9%

2.4%

１.薩摩川内市男女共同参画基本条例

２.薩摩川内市男女共同参画基本計画

３.薩摩川内市配偶者からの暴力の防止及び被害

者支援計画（ＤＶ対策基本計画）

４.薩摩川内市配偶者暴力相談支援センター

５.薩摩川内市男女共同参画センター

６.薩摩川内市女性活躍推進認定企業

７.とらいあんぐる（男女共同参画情報紙）

８.生理用品の無償提供の実施

９.何でも相談室

10.全て知らない

11.無回答

合計

男性

女性

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739

【問16】 あなたは、薩摩川内市が実施している男女共同参画社会づくりを進める
事業について知っているものを選択し回答してください。（複数回答）

【問15】 あなたが、男女共同参画に関連の深い用語、事例について知っているもの
を選択し回答してください。（複数回答)



【問17】 「仕事と生活の調和(ワークライフバランス)が実現した社会」の次の項目について、あなた自身の身近な生活の中で、10年前と比較してどのように変化していると思いますか。

1 就労による経済的自立が可能な社会(若者
がいきいきと経済的に自立可能な働き方がで
き、結婚や子育て等希望が実現できる状態）

5.9%

30.1%

35.9%

7.5%

6.2%

13.5%

0.8%

7.5%

31.2%

34.9%

6.5%

7.1%

12.0%

0.8%

4.9%

29.2%

36.7%

8.4%

5.4%

14.6%

0.8%

１.良くなったと思う

２.どちらかといえば良く

なったと思う

３.変わらないと思う

４.どちらかといえば悪く

なったと思う

５.悪くなったと思う

６.わからない

7.無回答
合計

男性

女性

２ 健康で豊かな生活のための時間が確保でき
る社会(働く人々の健康が保たれ、生活の充実
した時間、自己啓発や地域活動への参加のため
の時間が確保できる豊かな生活）

4.3%

28.8%

40.6%

7.4%

4.4%

13.9%

0.7%

6.3%

30.6%

37.3%

7.9%

4.9%

12.4%

0.6%

3.0%

27.7%

42.4%

7.2%

4.1%

14.9%

0.8%

１.良くなったと思う

２.どちらかといえば良く

なったと思う

３.変わらないと思う

４.どちらかといえば悪く

なったと思う

５.悪くなったと思う

６.わからない

7.無回答

合計

男性

女性

3 多様な働き方・生き方が選択できる社会(性
別、年齢などにかかわらず、自らが望む働き方
や生き方に挑戦できる、子育てや介護等多様な
個人の生活環境にあわせ柔軟な働き方や処遇
が確保されている状態）

4.4%

36.2%

36.7%

5.2%

2.8%

13.8%

0.9%

6.3%

37.3%

34.9%

5.7%

3.0%

12.2%

0.6%

3.2%

35.5%

37.8%

5.0%

2.6%

14.9%

1.1%

１.良くなったと思う

２.どちらかといえば良くなった

と思う

３.変わらないと思う

４.どちらかといえば悪くなった

と思う

５.悪くなったと思う

６.わからない

7.無回答

合計

男性

女性

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739



8.4%

84.4%

6.1%

1.1%

6.3%

89.2%

4.1%

0.4%

9.5%

81.9%

7.0%

1.6%

50.0%

25.0%

25.0%

0.0%

16.7%

58.3%

25.0%

0.0%

1.ある

2.ない

3.回答しない

4.無回答

合計

男性

女性

どちらでもない

無回答

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739

n＝ 4

n＝ 12

34.3%

42.3%

5.0%

17.1%

1.3%

42.4%

40.0%

4.3%

12.6%

0.6%

29.2%

43.8%

5.4%

19.8%

1.8%

1.尊重されていると感じている

2.尊重されているとあまり感じない

3.尊重されていない

4.わからない

5.無回答 合計

男性

女性

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739

４ 男女の人権について

【問18】 お互いを認め合う人権の尊重と男女共同参画の推進の観点から、あなたは
毎日の生活の中で一人ひとりの人権が尊重されていると感じていますか。

【問19】 あなたは、自分の「性自認」※１や「性的指向」※２に関して、周囲の言動に
よって不快な思いをしたり、悩んだりしたことがありますか。



84.3%

73.8%

65.2%

73.2%

72.7%

88.8%

65.7%

68.3%

76.9%

74.3%

69.4%

2.8%

84.4%

73.4%

61.1%

72.4%

69.4%

88.4%

60.4%

63.1%

73.4%

68.2%

64.9%

1.8%

84.2%

73.9%

68.3%

74.2%

75.1%

89.2%

69.7%

72.1%

79.4%

78.3%

72.7%

3.5%

1.汚くののしる、怒鳴る

2.何を言っても、何をしても無視する

3.交友関係や電話を細かく監視する

4.大切にしているものを、わざと壊し

たり捨てたりする

5.なぐるふりをしておどす

6.暴力をふるう(打つ、殴る、蹴るなど)

7.見たくもないのに、わいせつなビデ

オや雑誌を見せる

8.避妊に協力しない

9.意に反して性的な行為を強要する

10.生活費を渡さない

11.外で働くなと言ったり、仕事を辞め

させる

12.無回答 合計

男性

女性

13.9%

9.4%

7.1%

3.5%

5.4%

7.8%

1.0%

4.2%

6.2%

4.7%

2.5%

70.4%

2.9%

9.7%

7.9%

4.9%

3.4%

1.4%

3.7%

0.6%

0.6%

1.2%

1.6%

0.4%

78.7%

3.0%

16.5%

10.4%

8.3%

3.7%

8.1%

10.4%

1.2%

6.8%

9.5%

6.6%

4.1%

65.0%

2.7%

1.汚くののしる、怒鳴る

.2何を言っても、何をしても無視する

3.交友関係や電話を細かく監視する

4.大切にしているものを、わざと壊したり

捨てたりする

5.なぐるふりをしておどす

6.暴力をふるう(打つ、殴る、蹴るなど)

7.見たくもないのに、わいせつなビデオ

や雑誌を見せる

8.避妊に協力しない

9.意に反して性的な行為を強要する

10.生活費を渡さない

11.外で働くなと言ったり、仕事を辞めさ

せる

12.受けたことはない

13.無回答

合計

男性

女性

【問21】 あなたは、配偶者や恋人などの親密な間柄にある異性から、次のような行
為を受けたことがありますか。
（複数回答）

【問20】 あなたは、夫婦間または親しい間柄の男女の間で行われる、次のような行
為について、どんな場合でも暴力にあたると思われるものを選択し回答し
てください。（複数回答）

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739



10.9%

8.4%

1.2%

0.6%

1.4%

2.1%

0.4%

0.2%

0.6%

0.2%

0.3%

78.7%

2.8%

14.6%

10.1%

1.4%

0.8%

3.0%

2.6%

0.8%

0.6%

1.2%

0.6%

0.8%

74.6%

2.8%

8.5%

7.2%

1.1%

0.5%

0.4%

1.8%

0.1%

0.0%

0.1%

0.0%

0.0%

81.6%

2.7%

1.汚くののしる、怒鳴る

2.何を言っても、何をしても無視する

3.交友関係や電話を細かく監視する

4.大切にしているものを、わざと壊したり捨て

たりする

5.なぐるふりをしておどす

6.暴力をふるう(打つ、殴る、蹴るなど)

7.見たくもないのに、わいせつなビデオや雑誌

を見せる

8.避妊に協力しない

9.意に反して性的な行為を強要する

10.生活費を渡さない

11.外で働くなと言ったり、仕事を辞めさせる

12.したことはない

13.無回答

合計

男性

女性

合計

男性

女性

19.9%

12.0%

24.1%

70.3%

76.5%

66.8%

9.8%

11.4%

9.1%

1.ある 2.ない 3.無回答

【問24】 問23で「ある」と答えた方にお尋ねします。あなたは、どこに相談しました
か。 （複数回答）

61.5%

47.3%

9.9%

3.3%

14.3%

3.3%

14.3%

3.3%

12.1%

2.2%

65.0%

45.0%

0.0%

0.0%

5.0%

5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

0.0%

59.4%

49.3%

13.0%

4.3%

17.4%

2.9%

18.8%

2.9%

13.0%

2.9%

1.友人・知人

2.家族・親戚

3.医療関係者（医師、看護師、助産師など）

4.学校関係者（教員、養護教諭、スクールカウン

セラーなど）

5.民間の専門家や専門機関（弁護士、カウンセ

ラー、民間シェルターなど)

6.配偶者暴力相談支援センター

7.警察

8.法務局や人権擁護委員

9.市役所の相談窓口

10.その他

合計
男性
女性

n = 91
n = 20
n = 69

【問22】 あなたは、配偶者や恋人などの親密な間柄にある異性に対し、次のような
行為を自分でしたことがありますか。（複数回答）

【問23】 問21,22でひとつでも「受けたことがある」または「したことがある」と回
答された方にお尋ねします。あなたは、その行為を受けたり、または、した
りしたことで相談したことがありますか。

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739

合計 n= 458
男性 n= 166
女性 n= 286



54.7%

25.8%

26.7%

29.5%

6.2%

9.0%

3.7%

5.6%

11.5%

9.9%

11.8%

9.0%

4.0%

1.6%

4.7%

69.3%

16.5%

14.2%

34.6%

7.1%

10.2%

1.6%

2.4%

10.2%

3.9%

9.4%

8.7%

3.1%

1.6%

2.4%

46.1%

31.4%

34.0%

25.7%

5.2%

7.9%

4.7%

6.8%

12.0%

14.1%

13.1%

8.9%

4.7%

1.6%

6.3%

1.相談するほどのことではないと思ったから

2.相談しても無駄だと思ったから

3.自分さえ我慢すれば、何とかこのままやって

いけると思ったから

4.自分にも悪いところがあると思ったから

5.他人に知られると、これまでどおりの付き合

い（仕事や学校、地域などの人間関係）ができ…

6.世間体が悪いから

7.相談相手の言動によって不快な思いをさせら

れると思ったから

8.相談したことが分かると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けたりすると思ったから

9.恥ずかしくて、誰にも言えなかったから

10.どこ（誰）に相談してよいのか分からなかっ

たから

11.他人を巻き込みたくなかったから

12.そのことについて思い出したくなかったから

13.相手の好意は愛情の表現だと思ったから

14.加害者に「誰にも言うな」と脅されたから

15.その他

合計

男性

女性

n＝322

n＝127

n＝191

60.8%

50.0%

32.7%

48.7%

52.7%

22.2%

33.0%

28.3%

29.3%

2.9%

5.6%

1.6%

1.7%

59.2%

47.1%

32.0%

49.7%

49.7%

24.1%

32.3%

26.0%

28.8%

3.2%

5.1%

1.6%

1.2%

62.1%

52.4%

33.4%

48.4%

55.1%

21.0%

33.7%

29.9%

30.0%

2.8%

5.5%

1.6%

2.0%

1学校や大学で、児童、生徒、学生に対し、暴

力を防止するための教育を行う

2家庭で保護者が子どもに対し、暴力を防止

するための教育を行う

3メディアを活用して、広報・啓発活動を行う

4加害者への罰則を強化する

5被害者が早期に相談できるよう、身近な相

談窓口を増やす

6暴力を助長するおそれのある情報（雑誌・

パソコンソフトなど）を取り締る

7暴力をふるったことのある者に対し、二度

と繰り返さないための教育を行う

8被害者を発見しやすい立場にある警察や

医療関係者に対し、研修や啓発を行う

9職場や地域などで、暴力を防止するための

研修や啓発を行う

10その他

11わからない

12特に必要なことはない

無回答

合計

男性

女性

【問25】 問23で「ない」と答えた方にお尋ねします。
相談しなかった理由を選択してください。（複数回答）

【問26】 あなたは男女間における暴力を防止するためには、今後どのようなことが
必要だと思われますか。（複数回答可）

n＝1262

n＝ 507

n＝ 739


